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いわき工場のいわき工場の
化学物質管理とリスクコミュニケーション化学物質管理とリスクコミュニケーション

総務部 神白信一

2007年2月2日

会社会社概要概要

20052005年年1010月月11日日 からから

へへ

創立：創立：1919４４44年年((昭和昭和1919年年)) 66月月

資本金：資本金：124124億億60006000万円万円

売上高：売上高：818818億円億円

主要製品：機能樹脂主要製品：機能樹脂, , 炭素製品炭素製品, , 無機薬品無機薬品, , 有機薬品有機薬品,,

医薬品医薬品, , 農薬農薬, , 農材農材, , 食品包装材食品包装材, , 家庭用品家庭用品

従業員数：従業員数：1,3491,349人人 (2006(2006年年33月末現在月末現在))
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㈱クレハ いわき工場

面積 ：約99万m2

従業員数：約900人

生産品目：百種類以上

R6
JR常磐線

R289

常磐共同火力㈱

勿来発電所

日本製紙㈱

勿来工場

(第一種住居地域)
(第一種住居地域)

(第一種住居地域)

いわき工場の概要いわき工場の概要

クレハグループクレハグループののRCRC方針方針

●国際規則や法令を守ります●国際規則や法令を守ります

●地球環境に配慮し、安全な操業をします●地球環境に配慮し、安全な操業をします

●安全な製品を社会に提供します●安全な製品を社会に提供します

●環境･安全の情報を管理し、役立てます●環境･安全の情報を管理し、役立てます

●社会とのより良い関係を築きます●社会とのより良い関係を築きます

このグループ方針を基にして、いわき工場としてのこのグループ方針を基にして、いわき工場としての
ＲＣ方針を定めています。ＲＣ方針を定めています。
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化学化学物質管理の対象物質物質管理の対象物質

PRTR法対象(取扱1t/y以上)

PRTR法対象(取扱1t/y未満)

福島県指針対象

自主管理対象

いわき工場で使用している化学物質は約１００種類。いわき工場で使用している化学物質は約１００種類。

法で定められている物質のほか、自主管理対象物質を法で定められている物質のほか、自主管理対象物質を
定めて管理しています。定めて管理しています。(1995(1995年～年～))

31物質を国へ届けている

｢｢環境リスク環境リスク｣｣評価方法評価方法

いわき工場いわき工場RCRC内規に定める内規に定める｢｢環境リスク環境リスク｣｣評価方法評価方法

評価点数評価点数==((環境影響毎に定める係数環境影響毎に定める係数))××((排出量排出量))

その評価点の大小で環境への影響度を評価、排出量削減等のその評価点の大小で環境への影響度を評価、排出量削減等の
改善対策検討の優先順位決定に活用しています。改善対策検討の優先順位決定に活用しています。

<<環境影響毎に定める係数環境影響毎に定める係数>>は、化学物質の毒性を考慮し、は、化学物質の毒性を考慮し、
1010～～1,0001,000の係数として定めています。の係数として定めています。

例えば・・・例えば・・・

ベンゼンベンゼン ::1,0001,000

塩化ビニル塩化ビニル ：：1,0001,000

1,11,1--ジクロロエチレン：ジクロロエチレン：100100

pp--ジクロロベンゼンジクロロベンゼン ：：100100
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排出量削減対策の例排出量削減対策の例

原料(溶剤)転換

テトラクロロエチレン, ジクロロメタン

原料回収(圧縮冷却)

1,1-ジクロロエチレン, 塩化ビニル

原料回収(活性炭による回収)

p-ジクロロベンゼン, クロロベンゼン等

無害化(排ガス燃焼処理)

1,3-ブタジエン, フェノール等

排出量削減対策の例排出量削減対策の例

圧縮冷却設備

燃焼設備

活性炭回収設備
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管理の結果～管理の結果～PRTRPRTR物質排出量推移～物質排出量推移～
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近年はリスク評価も導入して管理してきた結果、近年はリスク評価も導入して管理してきた結果、
20052005年度の年度のPRTRPRTR法対象物質排出量は初年度法対象物質排出量は初年度
(1995(1995年度年度))比で約比で約8888％の削減を達成しました。％の削減を達成しました。

１２８ ｔ

１，０９４ｔ

2006年度は７０ｔの見込み

99年7月ＰＲＴＲ法制定

2001年度実績から報告

いわきいわき工場のリスクコミュニケーション年表工場のリスクコミュニケーション年表
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ＲＣ地域対話集会の開催ＲＣ地域対話集会の開催

～開催の背景～

1.クレハグループは1995年にＲＣの実施を社会に宣言

2.以来、保安防災・環境保全・労働安全衛生および製品安全・
品質保証等の課題に、自主的・積極的に取組んできました。

3.いわき工場においても1944年の創業から地域社会との共生
をテーマに開かれた工場を目指しており、ＲＣについても工場
の総力を上げて取組んできました。

4.その取組みの延長として、これまでのＲＣへの取組み内容と
実績を工場周辺にお住まいの皆様へご理解頂くことが必要と
考えました。

5.その考えから｢ＲＣ地域対話集会｣の開催を企画。

RCRC地域対話集会出席者の構成地域対話集会出席者の構成
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近隣企業他
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地域

地域の皆様との対話を主目的としているため、地域の皆様を地域の皆様との対話を主目的としているため、地域の皆様を
主体に出席をご案内しています。主体に出席をご案内しています。

地域および行政の方々が約地域および行政の方々が約6060％を占めています。％を占めています。
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ＲＣ地域対話集会の内容ＲＣ地域対話集会の内容

第1回(2003年) 日本レスポンシブル・ケア協議会事務局からの
活動報告

いわき工場のRC活動報告(RC全般)

第2回(2004年) 福島県からの説明(リスクコミュニケーションについて)

化学物質排出削減・地域とのコミュニケーション活動について

第3回(2005年) 福島県からの説明(リスクコミュニケーションについて)

排水管理について

他 グループ会社2社からの説明/報告

第4回(2006年) 福島県からの説明(県政世論調査-化学物質について)

保安防災の取り組みについて

他 グループ会社2社からの説明/報告

ＲＣ地域対話集会の内容ＲＣ地域対話集会の内容
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にしき創刊号にしき創刊号

双方向コミュニケーション紙双方向コミュニケーション紙｢｢にしきにしき｣｣の発行の発行

～発行の背景～

2002年8月１日、いわき工場の情報を地域の皆様にお届けす
るとともに、皆様からの貴重なご意見をいただき、工場操業に活
かしていくための双方向コミュニケーション紙を目指して発行し
ました。

双方向双方向コミュニケーションコミュニケーション紙紙ととしての役割しての役割

表面：必ず地域の方々のご意見等

裏面：RC活動の紹介、製品紹介等

年3回（1・5 ・9月)の定期発行(最新号・第14号は先月発行)

発行月は必ず工場周辺の地区役員の皆さんへフェースＴＯ
フェースで記事内容を説明するなどコミュニケーションをはかりな
がら、地域の情報を収集しています。また、行政のご協力を得な
がら回覧版を利用して地区住民３，５４０戸へ「にしき」を配布し、
地区住民の方々にいわき工場の情報を公開しています。
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双方向双方向コミュニケーションコミュニケーション紙紙ととしての役割しての役割

特集号(表面)

第９号(裏面)

第13号(裏面)

その他のコミュニケーション-Ⅰ

県リスコミ推進事業への協力
県主催リスコミセミナー等での事例紹介, 
第16回化学物質と環境円卓会議への参加

工場見学受入
小中学校 ,各種団体等、年間約2,000人の見学者受入

第16回化学物質と環境円卓会議地域環境懇話会

地域の有識者の方々との少人数によるコミュニケーション
現在まで６回開催

工場見学
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その他のコミュニケーション-Ⅱ

＜保安・防災＞いわき工場総合防災訓練

行政機関・周辺１0地区の区長さんに見
学して頂き、終了後には皆様から貴重な
ご意見を頂きました。

いわき工場は危険物､高圧ガスを取り扱う工場です｡保安防災は最も大切な
責務であり､地域住民の方々の信頼に応えていきます｡

その他のコミュニケーション-Ⅲ

近隣小学校等への理科授業支援

近隣の清掃ボランティア

地域行事への参加
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今後の取り組み方針今後の取り組み方針

関係者相互のコミュニケーションによる理解と信頼の向上、関係者相互のコミュニケーションによる理解と信頼の向上、
また、地域･行政･事業者による安心作り。また、地域･行政･事業者による安心作り。

重要な事は、日頃から地域社会とコミュニケーションを図り、重要な事は、日頃から地域社会とコミュニケーションを図り、
信頼感を高める事。信頼感を高める事。

地域の皆様の要望も踏まえながら、地域の皆様の要望も踏まえながら、環境環境リスクについてのリスクについての
内容を織り込む内容を織り込むなどなど、、対話対話の形を継承しながら「ＲＣ地域対の形を継承しながら「ＲＣ地域対
話話集会集会」を」を今後今後もも継続継続していきたい。していきたい。

～いわき工場にとってのリスクコミュニケーションとは～～いわき工場にとってのリスクコミュニケーションとは～

御清聴ありがとうございました。御清聴ありがとうございました。


